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• 概要： ゲーミングを、より良い社会の想像・議論の触媒として位置づけ、図書館を

 共創の場とする方法として「シリアスボードゲームジャム」を実施した。

 ゲーム開発を通じた参加者の社会構想と相互学習の場を提供し、経験を

 分析することを目的とした。

• 方法： 2022年9月24,25日に、図書館でのゲームジャムイベントを実施。

 参加者にアンケート調査、聞き取り調査を行った。

• 結果： 多くの参加者が、他の参加者との刺激的な相互学習の経験、食と社会に関

 する知識と想像力の拡大、図書館のレファレンス サービスの活用について

肯定的意見を述べた。

• 結論： シリアスボードゲームジャムは図書館の新しい利用形態として有効であり、

 参加者の学習や相互理解を深めるツールとしての可能性が示された。
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